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4500年前、縄文時代中期、都市計画された遺跡 会津若松市大戸町本能原

大豆田の本能原遺跡

大
戸
町
大
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田
（
ま
め
た
）
の
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能
原
遺
跡

県
内
最
大
級
の
縄
文
時
代
の
ム
ラ
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能
原
遺
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」

（
会
津
若
松
市
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戸
町
）

会
津
地
方
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
継
続
し
て
生
活
し
て

い
た
跡
の
遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

会
津
若
松
市
大
戸
町
大
豆
田
の
「
本
能
原(

ほ
ん
の
う

は
ら)

遺
跡
」
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
ほ
場

整
備
に
伴
い
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
約
四
五
〇
〇

年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
で
、
直
径
約
六
十
五
メ
ー

ト
ル
の
広
場
を
中
心
に
、
長
さ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
型

(

お
お
が
た)

竪
穴(

た
て
あ
な)

住
居
跡(

じ
ゅ
う
き
ょ
あ

と)

二
十
七
棟
が
輪
に
な
っ
て
囲
む
環
状(

か
ん
じ
ょ
う)

集
落(

し
ゅ
う
ら
く)

で
す
。

建
物
跡
の
大
き
さ
は
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
よ
り
や
や

小
さ
い
も
の
の
、
県
内
最
大
の
も
の
で
す
。

広
場
の
周
囲
に
は
、
た
く
さ
ん
の
穴
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
大
型
竪
穴
住
居
跡
や
円
形
竪
穴
、
柱
穴
や
土
坑
、

墓
で
す
。
広
場
を
中
心
に
楕
円
形
を
し
た
竪
穴
住
居
が
、

広
場
を
取
り
囲
ん
で
放
射
状
に
並
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
竪
穴
住
居
は
、
大
型
長
方
形
竪
穴

住
居
跡
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
の
遺
跡
で
は
、
三
内
丸

山
遺
跡
よ
り
や
や
小
型
の
住
居
で
で
す
が
、
最
大
二
十
二

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
最
小
で
も
十
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
平
均

十
九
メ
ー
ト
ル
あ
る
よ
う
で
す
。
福
島
県
内
最
大
の
縄
文

時
代
の
住
居
跡
で
す
。
や
や
大
き
な
穴
は
、
フ
ラ
ス
コ
状

土
坑
と
呼
ぶ
、
ど
ん
ぐ
り
や
ク
リ
な
ど
の
木
の
実
を
入
れ

て
い
た
貯
蔵
庫
で
す
。
小
さ
な
穴
は
、
土
坑
墓
と
呼
ぶ
川

原
石
を
乗
せ
た
墓
に
な
り
ま
す
。
遺
跡
の
年
代
は
、
縄
文

時
代
中
期
、
大
木
７
ｂ
か
ら
８
ａ
、
８
ｂ
段
階
の
土
器
が

限
定
し
て
出
土
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
貴
重
だ
っ
た

の
で
盛
土
し
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

広場

大型竪穴住居

青森県三内丸山遺跡や
宇都宮聖山遺跡の大型
竪穴住居跡と同じで、
長さ20メートルありま
した。


